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長期間トキソプラズマ陽性抗体価を保持した婦人の

血液からトキソプラズマ虫体を

検出分離した一例

動物を則いての尖験的トキソプラズマ(TP)感染の

急佳期には虫血症は容易に証明され,また慢性期におい

てもしぱしば」m中から虫体が検1且される.しかし, 1ニト

からの TP 分轟似こついては多数報告されているにも拘

ら十,わが国ではヒト TP 虫血症は未だ報告されてい

ない. 1列外においてもヒト虫血症の検出例は極めて少
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本之では IP 慢性感染婦人の虫血症を証明し,その

分離除の牲状にっいて観察を行つた成栽について机告ナ
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悲篤・.32歳の東京近郊に在住ナる会社員の妻である.

既往歴:精薄児分娩を除いては特記事項なし.

家族歴.38歳の夫は結婚前1年半マニラに在住,その

当時頭部脱毛菰に櫂患したが局国後岡もなく完全治癒し

現在元気である.長男は6嚴の棚薄児で起座不誰,智能

狸度全く低く言語を知らず食餌も冑己摂取不泥である

祖父母および他の近親者に特記ナべき疾忠はない,

主祈:某病皖にて TP 抗体価弧陽性を指嫡され,

児も精薄であるため,自他覚症状は全くなかったが塵火

小児科より TP 精査のため当教笠に紹介された

動物飼肖歴:過去に犬飼育の経験あり,税在は猫を1

匹飼育している.

妊娠分娩歴.妊娠4回,分娩2回

初回妊娠は26歳で,生下時体丞3,ooog の男子を正常

分娩した.妊娠小およぴ出産n寺には特記ナろ那項はなか

つた.しかしこの児は生後3力月頃より挫染発作を反役

し靈症精薄児となり奘病院で点頭てんかんと記断され

た,

第2回妊娠は27歳の時で妊娠3力月で人工小絶を行つ
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第3回妊娠は29歳で妊娠3力月で自然流産し

その後32歳の時,当教笠に絽介され感作血球凝集反

応(HA)を行ったところ HA 値は1,024倍陽性を示し,

後に詳述ナるように虫血症が証明された.そこで抗 TP

剤の継続投町を行つた.

桝歳で第4回目の妊娠をした.この時期の HA 位は

ふ1倍一256倍を示していた.妊娠3 力刃と 7 力月の2座,

下股部痛と性瓣出血のため入院し抗 TP 剤および流早

産防止剤にて加療治癒した.予定日より玲臼早・<3,430

g の男子を異常なく分娩した.出生児は生後1力岡頃よ

り軽度の痘樂発作を時々おこし慶大小児科で脳波共他の

諾検査をうけたが呉常は詔、められず, HA 値も陰性で

あったので全く加療せ十経過観察したととろ問もなく窪

継は治癒した,現在1年8力岡で全く健康であろ.

初診時所見:部挌小等,栄錠良好,肝胖,りンパ腺の

舸Ⅷモは認めず,病的反射なく,恥反射も正常であつた.

TP 抗作価は1,02ι倍陽性であった,婦人季ド診察,血液

検査,梅海血沽反応;,肝機能検笠等は行つていない.精

薄児および央尖より採取した髄液は外児的に異常なくホ

様透朋で徹毘も正常であつた.

寄生虫学的検査方法

1オ糾接極に用いた動物としては体爪20g 前後の 1ヤ

抗部価陰性の「b販マウスを使用した.

櫛液を易騨児および丈妻から採取し,それぞれ幻可、ド

記方法による検査を行つた.仙液4m1 を1,500,.P.m,

5分問遠沈し沈泣を鏡検し虫体の有無を検した後,4ml

の生食水に再浮遊し,その1.om1 宛を直ちに各4匹の

マウス腹腔内に按種した.

1969午1刃より1970午12円の2年問は約1力月問隔で

夫妻より毎回2.5m1 宛の末梢血を採血し下記方法によ
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り抗体価測定と虫体検出につとめた.なお,その後1年

5力月にわた0て所定の時捌に引・5回にわたつて同様検

索を行つた.抗体価測定は化血研製 TP 感作血球を用

い花木信藤佐藤法(花ネら1964)によつて HA 値を測

定した.虫体検出には中1.11 (19fM,1967), Nak砥,ama

(1967)の記載した方法によつた.すなわち増殖速座の

昂.し、弧"証机;・とi昼、し、弓弓君1桝三を検ιⅡ茸、るナこめ,1采血ι1妾池:ち1こ

各41圧のヤウス腹腔内に0.5m1 宛注入し,これらヤウ

スおよび前記做液按極ヤウスを夫々2群に分けた.第1

群の2匹には腹腔内よりの栄養型出体の検出を試み,按

種7Uないい0日後殺して,その肝胖の生食懸濁液また

は腹腔洗減液を徐代3匹のマウスに按種し同様の朋隔で

4代迄織代を絖け夫々で腹水の貯溜および虫体の有無を

検索したが,4代目マウスでは6週後脳内のシストをも

検Lた.第2群の2匹は接種6週問後に殺しj脳内シスト

の有無を鏡検し,同時に摘出した全脳の生食懸濁液をマ

ウス腹腔内に按種し6週問隠で3代迄継代を行つた.接

種後6週迄に死亡したマウスは死亡時,腹腔内および脳

内の虫体を検し,その肝胖をやウスに再接極し虫体の検

出につとめた.試験材料の接種をうけたマウスのうち6

週以上生存したすべてのやウスにういては血中 HA 抗

体価を検し,同時に RH虫体3,OWを腹腔内に攻蛾按種

し延命生存について対照と比較した,夫妻のほかに精薄

児,夫の母および患者の妹についても抗体価を検した.

成績

Change5 0fTable l HA titer o{ t11e

Date

1969 Jan.17

J皐n,28

Feb.28

Mar.28

Apr.25

May.23

Jun.25

、1UI' 18

Aug.15

Sep.12

Oct.24

XOV.24

Dec.]9

1970 Jan,16

Feb.13

Mer.13

APT_ 24

May:22

Jun.16

JUI.14

Aug.11

Sep.8

NOV.6

Dec.18

Titer

1:1024

1:]024

1:1024

1 ; 1024

1:256

HA 値の変動について

患、者の夫の HA値は最初1、024倍を示し以後3年問に

わたろ検査では1,024倍が12回,野6倍が6回,64倍が10

回であうた.患者の HA 値の消畏は Table1に示し

た.初めの 1年2 力月問の15回の検査で256倍が2回認

められたのみで他はすべて1,024倍を示した.その問,

Acety】spiTaTnycin l.8 g および SU旺a"10nomethoxine

1.og を一H量として誹用投勺・し連続肝1用4週におよノν

だ.これを 1クールとして4週の間隔をおいて'2クール

行つた.服薬終了後4力刀よリ HA 値を低下し,その

後2q3力月問6d倍一256倍を示した.なお1牝1回の抗

体価測定ではあるが粘薄児は256倍を示し,夫の母と患

者の妹は共に64音であつた.

虫体分高tについて

患、者,夫および精薄児の櫛液からの虫体検出はそれぞ

れ2回宛行つたがすべて陰性であつた.前記徹液の接極

をうけ6週間生存したマウスの血液抗体価は全く陰性で

あり強赤 RA 株の攻柴接種ですバて対照と同じく1週

Rel"aTks

1:1024

Patlenl

1:256

150lation of TO×opla5ma
Irophozoite5

1:1024

1:1094

1:1024

Start of aDtltoxopla6"1ic
tTeatment (1)

1024

1024

1024

1024

1024

256

256

256

S如rt of a力tiιO×oplasmlc
treatment (2)

64

64

64

256

]971 Jan、 12 1:256

Oct.12

NOV、 30

1972 Apr,28

入lay:16

256

64

64

256

問以内に死亡した.血液からの虫体検出については一患

岩および支からの血液の按種をうけたマウスにおいて

256倍の抗体価を示した例がそれぞれ2國認められた.

全捌剖を通じ央の血液接種を受けたマウスからの虫体検

出は不能であつた.

患者の血液からは汰に述べる如く唯1回虫体が検出さ

れた.患署に抗TP邦1を投薬する以前,ナ九わら 1'abl.

1に示した均69年.5刃23Hの HA 値1ρ2.1倍を示LたΠ寺

HA liter盆1:256 W乳S determined to be posiljve.

Fjgures iれ PaTen111esis lndicate tl)e n山nl)er of
trentment.

StaTt of antitoxoplaεmic
trenlmerlt (3)
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捌に得られた血液を4匹のヤウスの箙腔内に按糎ルフH

後にその艘水腔洗泌液を汰代3匹のマウスに按極し継代

3代目のψウスのうち 1匹の腹水中より1視野小に 1-

2コの TP 栄養型虫伴を検山した.この腹永をヤウ

ス腔腔内に接柧継代して4代以後のマウス腹腔内から多

数の栄養型虫体が検山されろようになった.なお検出時
に使用した器具は売分浩掃消溌したので他からの虫体混

/qき考えられない.虫体の生鮮標本およびギJ、ザ染色標

本によ0て r,_ gω"則と同定した.木株はマウスに対

して強い森性を示し,感染マウスの生1判胡問およぴヤウ

ス腹腔内の増殖力1こついて' RH 株との問に差か認めら

れなかった.分雌後2年以上経過後も毒性は変化なく継

代保持された.これを AS株と命血した.山体が検出

された血掖を採取した時の患、者の状態は頭垂感,全身倦

志、感,食欲不振,徹熱を呈L扣1うっ状態がひどく精神科
で治療を受けていた.しかしりンパ腺,肝碑の血電肝そは認
められなか0た.その後, Table1 に記赦の課血の都座

血液からの虫体検出を試みたがすべて陰性であった.な

おこの抑剛中抗 TP 剤加療3クールの経口投巧・が行な

われた.

性感染期には虫血症の出現率は謹いが慢性期に入う上そ

の出現の頻度は著しく減少することを示していろ

本文報告のTP分離例は長期問TP陽性抗体価を保1寺

した婦人の血液をマウス箙腔内に接種し3代継代マウス

箙水中に TP 虫体を検山し,分雌し得たものであう・

TP 検出時の忠者の HA 値は1,024倍であった.その 1

力月前後に行った抗体価測定の HA値はともに野6倍を

示した.すなわち HA 仙が一度低下し再び」二貝・したと

汚えられる時に虫体を検出分雌した例であった.共後も

1力月毎に同様の方法で虫体の検出を試みたが虫体は検

1."されなか七)た.

考察

ヒトからのTP検出は急性症でしかも感染株がヤウス

に強森牲を皐する場合は困難ではない.,、なわち虫体は

多種細胞に侵スしてそこで増殖し細胞を破壊L血行を介
して更に臓闇に耘移侵入するので血液あるいは生検臓器
材料からの虫体検出は客易である.ヒト TP症の場台,
感染時に発症せずして経過し,いわゆる不顕性感染を示
して慢性捌に移行するものが六部分であろため慢性捌保
虫古からの虫体険出が闇題となるが,この場含の虫体検
出は頗る凩難であろ.ヒトからの本山体の最初の検出は
1914半に C晒t0Ⅱa"i にようて行われ,途いで1923年に
JU,k゛,1937'1材こ、volf と Cowen によって検出され
た.わが凶では宮川ら(1怖5),松朴ら(1956)の報告以来

100例をこえる机告がある.松朴らの脳例片標本からの

シスト検出,常松ら(1963)のりンパ腺からの虫即分雌,

共他の臓器からの少数の報告以外の六部分は仙液からの

虫体検出例である.わが国でのヒト血液から出体分離の
報告は全くないが,国外では訴7宏'の抗体陽性者の血液
から TP 虫体の検出分雌報告がある(P亘Ⅲ" al,1953;

Ne【o eι dl,1963 ; Renlingt011,1966 ; MiⅡCr el '11,

]969 ; siegcl el oi、 197D ,

動物にっいての災験的血虫症の報告は多くの研究老に
よってなされてぃる.これらの成鞁を綜合老祭すると急

結語

TP 慢性感染の疑のもたれる能歳の一婦人にっいて妾
期問にわたり1力月問隔でTP感作血球凝集反応を測定

しその価の変動を観察し同時に虫血症出現にっいての検

素を試みた.抗体価は1何地力月問にわたって256倍を
示した2 回を除いてすべて 1,024倍を継毓保持した,こ

の問抗TP剤2クール分が投号・きれた.加療終了4力月

後抗体価は低下し256倍となり,引続いて2年2力月問

256倍またはそれ以下の仙を示した.

加療前の抗体価1,024倍を示しその1力月前後の検査

では256倍を示した"期に血中から虫体分雌に成功し

本株は4代マウス継代後マウスに強毒性を示しRHJ-
i、.

株乞の問にこの点で差が認められなかウた・

終りに虫作の1司定をいただ卜た樫朴久占前教投,御擶

尊および御校閲をたまわった没見敬三教校,小"1一郎助

教畏に深謝致し主ナ.

木要旨は菜39回U本嵜生虫学火会で報告し1'
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A CASE OF ISOLATION OF TO×01'ι'1S」1.1 G0入γ)U FROM THE PERIPHERAL

BI,0OD OF A 訊'OMAN IXFECTED CHRONICAI.LY

TOYOHARU AOKI

De,"bリe井t o「 l々U'"U010gJ,, scho01 0j'」1ιι1ん'hl゛.1、reio u"ん、ι1・sio,, T0両J,0、ノα,απ

Up to date, a fe、v ca5es of t11e isolati011 0f ro.τ0,1"S"1α'rom buman blood have been

rep0τιS, alt110ngh meny reports on t11e iきolation o{ the oTgani5m from t11e spinal euid aTld

Othet oTgans have appeared、 The present report dealt 訊'ith t11e 6tst detection o{ parasitemia of
TO'ど0,1a$"14 in a chroniC 11Uman toxoP1丑Snl05is in Jal)a11.

A I、'oman aged 32 Was examined for T0え'011aslNn infeCιion. because S11e 、、・a5 delivered o{

ιミ1)aby 、、'110 5110、、'ed some signs suggesting congentilaltoNopla51nosi5. The 、voman complained
Of l)eadaC11e,1assitude, depTessi、,e 5tate, poot appetite and slight fever, but S駕・eⅡing of the
b'mphatic gland,1iver and 5Pleon 、、'eTe n01 0bsen'ed. she received repeated 11emagglutination
tC51S (Hanaki, eια1,1964) for toxoplasmosis duting 3 ),ears and 4 1nonth5. During t11e 6r5t l
ドenr and 2 1nont1狐,1he positive titeTs were 5ho、、'n at almost thc same level, a口d a{teT the
treaιment 、丁 acety15Pkamycin,(1ecrease of t11e tirer 、、・as ob5erved

111e peripheTal blood sho、vlng HA titer of l:1024 工、,as inoculated into dle abdominal

CιIvity of lnicc and seriel pessages t11rough l"ice 、、'ere perfotmed. At dle 3td passage, a few
troP110czoites of the organism 闘'eTe found in the peritoneal cavity of one moU5e, and by t11e f01.
10、viTlg l)a5Sages, multiplication of the tr01)110zoite5 、、'as estahliS11ed in mouse. The stTain thus

isolated 、vas similer to the RH strain in respect5 0f 小e rnorph010gy a訂d Yirulency to mlce


